
　2018年1月22日第4回まごまご読
書倶楽部が人文科学図書館で開催
された。まごまご読書倶楽部とは
予め決められたテーマに即した本
を持ち寄り、それらについてまご
まご話すというゆる～いイベント
である。「読書会」と聞くと固い
イメージがあるが、開催時期も不
定期で、本を持ち寄ると前述した
が持って来ず話すだけも良し、話
を聞くだけも良し、参加資格もな
し、お茶を飲んだりしながら本好きの人たちが話すので気軽に参加できる。第3回ま
では、総合・国際文化学図書館や国際文化学部キャンパスで開催されていたが、今回
はまごまご読書倶楽部の活動を知ってもらうために、他のキャンパスにも進出すると
いう試みを行った。今回のテーマは「児童文学」。子供の頃に読んだ本や思い出の本、
今の読書観に影響を与えている本などをそれぞれ持ち寄り、約10名の参加者同士でま
ごまご話した。ちなみに今までに取り上げられたテーマとしては「水」「旅」「ジェ
ンダー」などがある。 
　一口に「児童文学」と言ってもその幅は広く、そして深い。絵本から漫画、古典、
物語について分析した本まで持ち寄られた本はさまざまであった。私自身子供の頃、
特に中学時代に読んだ本は今でも心に残るものとなっている。まごまご読書倶楽部は、
他のキャンパスにもさらに展開していく予定だ。今春には新入生向けにも開催される。
興味を持った方はまごまご立ち寄っていただきたい。　　　　　　  文学部1年　畠田 
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　まずは入学おめでとう。これから4年間、いや大学院に進むとそれ以上大学に籍を置くこ
とになる。オリエンテーションを経て学部の概要を学び学問の基礎や語学を中心に学ぶこ
とになるだろう。また所属した学部とは直接関係のない教養科目も履修しなければならな
い。新入生といっても結構忙しい。そんなある日、ふと「こんな筈では」と思う時がくる
かも知れない。自分の思っていた大学のイメージあるいは学部のイメージからかけ離れ、
授業が面白くないと感じる時があるかも知れない。そんなとき、図書館に来て欲しい。

　大学の図書館に入ると、そこには様々な本が置いて
あり、その膨大な数に圧倒されるだろう。だが詳しく
見ると、本は一定の分類法に従って番号順に並べてあ
ることが分かる。歴史学なら200、経済学なら330、
物理学なら420というふうに。自分の関心のあるテー
マの分類番号をまず確かめ、その番号の書架に足を運
んで欲しい。そこには入門書から高度な専門書まで区
別なく並んでいる。まず読みやすいものから手にとっ
て読み始めれば良い。
　ここで大学にどんな図書館があるか紹介しておこう。
学部は10あるが、図書館は9館。そのうち6館は六甲
台・鶴甲地区に、他の3館はそれぞれ楠・名谷・深江
地区にある。とび抜けて大きい中央図書館といったも
のはないが、各館は学問分野ごとに特色ある本を所蔵
している。社会科学系図書館、自然科学系図書館、人
文科学系図書館、医学分館、海事科学分館といったよ
うに。こう言えば、大学の図書館はバラバラだという
印象を抱くかもしれない。しかし本はすべてインター
ネットで結ばれており、デリバリーといってどこの図
書館からも取り寄せることができる。9つの図書館全
体が一つの図書館を構成していると思えばいいだろ
う。
　大学に入り「こんな筈ではなかった」とふと疑問に
思った時、まず近くの図書館に足を運んで欲しい。そ
こでそんな疑問のいくつかを解決するヒントが得られ
るだろう。

人文学研究科修士1年　紙谷　 

「こんな筈では」と思った時
ー新入生への図書館のススメ

写真は上から順に、総合・国際文化学図書
館ラーニングコモンズ、人文科学図書館、
人間科学図書館、海事科学分館。
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쎠⼊쎤썝。쎬쏫쏴쎵資本쎅映画쎆、썿썤쎀썤
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쎍쎅쎆、中世쎅景観썣썴쎅쎕쎕残썬쎣썶街
並쎖쎛、緑쎅映썟쎢⼤⾃然쎅썶쎘썾썙쎡、
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쎁썿썪쎤썾쎆『쏔쏵쏕쎬国物語/第1章:� 쏳쎮쎴쏽썿魔⼥』(ʻ05)쎂쎙쏋쎱쎽썾撮影썬쎣썶
쏁썗쏽썣썙쎢。썴썝썮썶映画群쎅中썾쎙썿쎡쎦써有名쎁쎅쎆、쏬썗쏎쎫쏵쏒쎩題材쎂썮
썶『쎬쏨쏑쎰쏃』(ʻ84)썷쎤썝。썪쎅映画쎆쏡쏳쏙썾쎒썿쎪쎀쎅撮影썣⾏쎦쎣썶。�
 썸쎞썺썿待썽、썙쎅映画쎆쎰쎭썗쏽썣舞台쎅쎆썱썷쎤썝썿思썺썶教養썙쎢貴⽅쎆正썮
썛。쎀썝쎛쎠監督썣쏋쎱쎽썢쎠쎅亡命者썷썺썶썪썿쎛、旧市街쎅保存具合썣쎰쎭썗쏽쎟
쎡良好썷썺썶썢쎠쎁쎀、⾊々쎁要因썣썙썺썶쎠썮썛。映画内썾쎆쏬썗쏎쎫쏵쏒썣劇場썾
쎴쏤쏳쎅指揮쎩取쎢쏁썗쏽썣썙쎢썣、썴쎣쎙쎕썶쏡쏳쏙쎅쎲쏃쏐썗쏒劇場썾撮影썬쎣썶
썿썛썝。썿쎆썛썟、史実쎂썡썛썽쏬썗쏎쎫쏵쏒썣쏡쏳쏙썿全썦쎅無関係썷썺썶썿썛썝訳
썾쎆쎁썛。쎗썮쎤、쏬썗쏎쎫쏵쏒쎅作品쎆保守的쎁쎰쎭썗쏽쎟쎡쎙、쏡쏳쏙썾⼈気쎩博
썮썽썛썶。쏬썗쏎쎫쏵쏒⾃⾝쎙쏡쏳쏙썣気쎂⼊썺썽썛썶쎅썢、『쏓쏽・쏂쏱쏾쎫쏽쏕』
쎩始쎘썿썮썶썛썦썻썢쎅後期作品쎅初演쎩쏡쏳쏙썾⾏썺썽썛쎢。�
 1⽉某⽇、썴쎅쎲쏃쏐썗쏒劇場썾쏬썗쏎쎫쏵쏒作『後宮썢쎠쎅誘拐』썣上演썬쎣쎢썿
知쎡、⾜쎩運쎪썾⾒쎢썪썿쎂썮썶。旧市街썿新市街쎅썸쎞썝쎀境⽬付近쎂位置썰쎢썪쎅
劇場쎅外観쎛内装쎆、新古典主義쎠썮썛堅牢썬썿燦爛썬쎩兼쎄備썟썶荘厳쎁造쎡썾、特
쎂劇場内쎅天井썢쎠吊쎢썬쎣썶独特쎅形状쎩썮썶巨⼤쏁쏭쏽쏑쏴쎬쎂쎆⽬쎩奪쎦쎣쎢。
作品쎅썙쎠썰썯紹介쎆Wikipedia쎂任썲쎢썣、썪쎅⽇쎆幕썣上썣쎢直前쎂、俳優쎅⼀⼈썣

当⽇쎂急病썾倒쎣썶썶쎘急遽代役쎩⽴썽썶썿썛썝쎬쏔쎰쏽
쏃썣썙썺썶。썮썢썮、쏩쏃썣썙썺썽쎙⼤⽬쎂⾒썽欲썮썛썿
썛썝謝罪썿쎆裏腹쎂、쎦썱썢数時間썮썢練習썰쎢猶予썣쎁
썢썺썶썿썛썝代役쎅俳優쎙完璧쎁演技썾、劇場썛썺쎈썛쎂
響썤渡쎢美声쎂魅了썬쎣쎢쎇썢쎡썷썺썶。�
 썸쎁쎖쎂、쎰쎭썗쏽쎅쎴쏤쏳쎆3쏰썗쏷出썲쎇⽴썸⾒席
썾鑑賞썾썤쎢썪썿썾有名썷썣、쏡쏳쏙쎅쎴쏤쏳쎆学⽣割引
쎩使썟쎇最上級쎅席썾쎙3,000円程度썿썛썝破格쎅安썬썾
購⼊썾썤쎢。正装썰쎢必要쎙쎁썛쎅썾、良썛席썾썯썺썦쎡
⾒썶썛썿썛썝⽅썾쎙⼿쎩出썮쎛썰썛쎅썾쎆쎁썛썷쎤썝썢。�
  

　　国際協⼒研究科修⼠1年 ⼩林

쏡쏳쏙便쎡#2：�
「쏬썗쏎쎫쏵쏒썿쏡쏳쏙」
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大学で4年間利用してきた中で見つけた図書館の楽しみ方を一つ紹介し
たいと思う。図書館の散策である。散策といっても、各地の著名な図
書館を巡るとか、目当ての企画展示を求めてわざわざ足を運ぶとかいっ
た高尚な？ものではない。例えばテストが迫り寸暇を惜しみ参考書に
目を通したい…しかし薄志弱行、同時に眠気も迫り、あるいはくたび
れてしまう。そんなとき席を立ち図書館の中を一通り歩いて回ってみ
るのだ。普段は決して読まない分野の本が並んだ書架へいくと新たな
興味の湧くきっかけになる。文庫でしか持っていなかった本の単行本
版を見つけて、こんな装丁だったのだと気づくのも面白い。そうして
いるうちなんとなくやる気が戻ってくるような気がするので、これは
なかなかおすすめな方法なのですがどうでしょうか。 

宣伝になってしまうが、そんなとき
ついでにULiCSが定期的に発行して
るこのThe ULiCS TIMESや、季節ご
とのおすすめ本展示にもぜひ目を通
していただきたいと思う。 

理学部4年　奥藤 

うりこスタンプ 
  最新情報！ 
ULiCSメンバーも一緒に、 
鋭意ラフ画作成中！ 
完成をお楽しみに！

 
第2弾！

    4月の新歓日程！ 

4月12日(木)：お昼休み 
 ULiCS説明会@鶴甲第一LC 
  （LC = ラーニングコモンズ） 

4月14日(土)：お花見 

4月19日(木) 
 - お昼休み：ULiCS活動@部室 
 - 4限後ごろ：:読書会@鶴甲第一LC 

4月26日(木) 
 - お昼休み：ULiCS説明会@鶴甲第一LC 
 - 4限後ごろ：新入生合同図書展示@総合・

国際文化学図書館 

 どなたもお気軽にご参加ください！

ULiCSからのお知らせ

連絡先情報 
部室は自然科学系図書館2Fです。 
入部希望・見学のお問い合わせは下記
までご連絡ください！ 
アドレス： 
libr-students@edu.kobe-u.ac.jp

毎週木曜日にイベント開催！
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★THE ULiCS TIMESのバックナンバーは、
附属図書館HPより、ホーム>神戸大学附属
図書館について>附属図書館学生チーム 
ULiCSについて 
★記事執筆者の所属は、2017年度時点の
学年で表記しています。
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